
【内容目標】無限等比級数の収束、発散を調べて、和を求められるようになろう。

　初項が，公比がの無限等比数列から作られる無限級数

　　　　　　
 




         　　　①

を，初項，公比の無限等比級数という。　①の第項までの部分和を  とする。

□無限等比級数の収束 発散

　　無限等比級数       の収束，発散は，次のようになる。
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  収束 発散



　　　のとき　収束し，その和はである。

　　　のとき　  ならば収束し，その和は 

 
である。

　　　　　　　　　　　   ならば発散する。

　また，無限等比級数       が収束するための必要十分条件は

　　または　　  

例題６）
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例題７） 
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初項＝０　または　公比
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極限【無限等比級数】  


